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　プレート沈み込み帯における断層物質の様々な物理化学反応は，例えばスメクタイトのイライト化や非晶質

シリカの結晶化などが挙げられ，プレート沈み込み帯の岩石強度および地震ダイナミクスを支配しうることが

指摘されている．炭質物は様々な地域のプレート境界断層・内陸活断層中に存在する普遍的な物質の一つであ

り，その熟成反応は地震時の断層岩の摩擦強度に影響を及ぼすことが先行研究から指摘されている．しか

し，炭質物の熟成度と摩擦強度の関係を系統的に調べた研究は無く，続成作用および地震性滑りに伴う炭質物

の熟成反応が炭質断層の摩擦強度・ラプチャダイナミクスにどう影響するのかは未だ不明であった．本研究で

は，異なる4種類の熟成度の炭質物（褐炭，瀝青炭，無煙炭，グラファイト）について高速摩擦実験および元

素分析，透過電子顕微鏡観察，X線回折分析，赤外・ラマン分光分析を実施した．高速摩擦実験の結果，炭質

物の熟成度および結晶度の増加に伴って，摩擦実験の初期に存在するピーク摩擦強度が減少していくことがわ

かった（褐炭：0.5，グラファイト：0.2）．また分光分析の結果から，低熟成（褐炭・瀝青炭）および中熟成

（無煙炭）の試料は高速摩擦滑りによって熟成度を増加させる一方，高熟成（グラファイト）の試料は熟成度

を減少させることがわかった．実験時の破壊エネルギーおよび応力比が熟成度の増加に伴って減少および増加

することを考慮すると，続成作用および地震性滑りに伴う炭質物の熱熟成反応は，プレート沈み込み帯に存在

する炭質断層の摩擦強度およびラプチャダイナミクスの深度依存性に影響を与えうることが示唆された．
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